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技術開発課題完了報告書

課 題 名 ヒノキ採種 国の結実促進施業

課題 区分 任 】思

開 発

期 間

昭和 57年度

昭和 59年度
担 当 長 崎 営 林 署

目

標

ヒノキ採種園に開花結実促進を実施することにより結実量の増大を図る。

結

果

1.処理別の効果は環状剥皮289%,ジ ベレリン106%,根 切り167%と 結実量が増加

した。

2.結実した本数も多くなっている。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

LF~ 目 内  容 項 目 内  容 項 目 内 容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径 θ″

樹 1司 π

み′当た り本 数 本

材 積 プ

開発経過と調査内容

1 昭和 57年度 6月 に黒木採種国内に試験地を設定した。

2.供試台本は,4処理それぞれ 10本 とし,2反復とする。
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調 査 内 容

1.昭和57年度,58年度,59年度の球果採取した生果を計測した。

調査数値 と分析結 果は別紙 の とお り

評価及び普及指導
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ヒノキ採種園の結実促進施業

1.は  じ め に

ヒノキ採種園の種子生産量が年次により大きく変動するため,優良種子を安定確保する上で,非

常に問題となっている。このため採種園での結実を,量的,質的に向上させる施業方法を明らかに

するため,この試験を行った。

2.試 験地の概要

(1)場  所   長崎県大村市黒木郷

萱瀬山固有林 3口林小班

黒木採種園

(2)採種園の概況

樹  種 設 定 面 積 クローン数 標 盲
同 方 位 傾 度

ヒ ノ キ S41 3.3 6みα 49 320π S 5～ 15°

3.材料および方法

使用した採種園台本は,平均胸高直径 15鍬 ,樹高 3 πtti幹の平均4π ,枝巾4πである。

処  理  別 1プロック 2ブロック 処 理 月 日

環 状 剥 皮 lo本 10本 57.  6.  4

ジ ベ レ リ ン 10″ 10″ 57.  7.  6

根 切 り 10″ 10″ 57.  6.  4

対 昭
小

10″ 10″

計 40〃 40″
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(1)環 状 剥 皮

胸高位置を剥皮鎌で半周剥皮し,下方へ直径の与間隔をあけて,反対側に半周剥皮した。剥皮

幅 1.5翻で上下の重なりを 1鬱 とした。

(2)ジ ベ レ リ ン

胸高部位を 3箇所日型に剥皮し所定量のきを,そ
れぞれ埋込み皮をもどして,テープで緊縛し

た。

薬量は 1本当り50″ とし,タルク粉 .テ レビン油でタンゴ状として使用した。

(3)根 切 り
｀
幹元から60翻の位置をスコップで土を堀り上げて,台本を中心とする深さ50翻の円型の溝

とし,露見する根を全部切断した。

4.調 査 結 果

昭和57年度から昭和 59年度の 3年間について,球果を採取したものが,表二1である。

なお長崎地方の一般造林地でのヒノキ結実状況は,57年度豊作、58年度凶作、59年度凶作

であった。
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環 状 剥 皮 ジベレリン 根 切 り 対 昭
〔

57 58 59 ワ
ー
民
υ 58 59 ワ

ー
民
υ 58 59 57 58 59

1.00 006 040

050 002 070 0911 1.20

230 400 006

0065 250 0.168 180 009 3■ 2 1040

0512 520 024 009 040 230 100 0.15

0098 630 270 0903 750

0.10C 170 5913 1.00

3077 940 0028 170 0842 2■ 0 0.196 060

147C 2781 228 090 1.132 770

0781 320 0395 100 O l17 8 023 170

計 6■ 09 32■ 0 006 3632 1190 0.24 7623 2360 0 8.382 1320 0.15

平 均 061 321 0 036 1.19 002 076 236 0 084 132 002

９

″

470 0514 140 003. 0293 100 0.11

0097 0403 0.12 0922 0.900 007

0.10 000 0■ 78 070

023 040 0032 230 006 1.305

0■ 95 260 0.15

640 1811 220 0.21 0.104 080

180 0047 0.13

050 0444 050 0015 220

0905 060 0985 1.10 0.24 040 002 009

040 0518 020 1.80

計 1.297 17.90 0■ 5 5■ 30 650 045 0.181 530 0.18 267 4■ 0 027

平 均 0.13 179 OЮ 2 051 065 005 002 053 002 027 041 003

合 計 7406 5000 021 8762 1840 069 7804 2890 0.18 11.052 1730 042

1本当
平 均

037 250 001 044 000 003 039 145 001 055 087 002

表‐1  処理別球果採取量
(単位 :え夕)

(1)処 理 効 果

ア,ブロック間では,いちじるしく有意である。

イ,処理別では,環状剥皮が最も効果がいちじるしく,次いで根切り,ジベレリンの順である。
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ブロック 晟 環 状 示1 皮 ジベ レ リ ン 根  切  り 対 昭
（

ノる 1

数 量

λ′

32.1
ん,

11.9
λタ

23.6
ん9

13.2

率 % 243 90 179 100

′復2

数 量 17.9 6.5 5ビ 3 4.1

率 % 437 159 129 100

計

数 量 500 18.4 28.9 17.3

率 % 289 106 167 100

表-2  処 理 の 効 果

図‐ 1  処 理 の 効 果  (1本当たりの平均)

ウ,試験地内の供試台本は,ク ローンの均等配置が考慮されていないので,処理の反応は当然ク

ローン毎に差があるものと考へられるから,豊年の 57年度結実量を差引いて,処理の効果と

した。 (図 -1)。

2.5 058年 度

△ 57年度 (処理なし)

2.13たg

i l.06んク

10.32たタb.48λg   l

20

1.5

1.0

0.5

貪 環 状 剥 皮 ジベ レリン 根 切 対 昭
朴
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工,着果量が多いものは,環状剥皮>根ヮリ>ジベレリンのllEと なった。着果した台木本数も環

状剥皮が特に増加したのがD注目される。

表-3  分 散 分 析 (処理の効果)

要 因 平方和  自由度  平均平方    F

処 理

プ ロ ッ ク

誤 差

4.04   3    1.35  27.00※

1.17   1    1.17  23.40※ ※

0.16   3    0.05

全 体 5.37   7

分散比有意水準  ※※→ 1%  ※→ 5%

5.考   察

(1)各処理で結実量がいずれも増加したが,場所により著しい差が生じた。斜面上部で土壌の肥沃

度低下が,処理効果も低下させるものと考えられる。

(2)環状剥皮,根切り処理では,単年度効果にとどまらず,次年度以降にも着果を期待したが,皆

無となつた。

59年度は凶年であったこと等によるものが不明である。

なお台木の生育不良,枯損は見られない。
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